
入試等日曜・祝日勤務（及び大学センター試験
土曜日）の一時保育申し込みを受け付けてい
ます。 
 
保育園が閉園している、日曜日及び祝日等の大学

内での出勤時に、大学内で一時保育を行います。 
1．利用対象業務： 入試、大学入試センター試験、
オープンキャンパス・祝日等授業 
2．利用対象者： 本学の教職員（非常勤含む） 
（お問い合わせ：男女共同参画推進室） 
 
【大学ホームページ】 
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/kyodo_s
ankaku/ 
torikumi_hoiku.html 

 

 

 

 

 
本学が、神戸市の 2019年度「こうべ男女いきいき事業所」として表彰されました～10月 25日～  
            神戸市は、男女がともに働きやすい職場づくりに向けて積極的に取り組んでいる事業 

所を、「こうべ男女いきいき事業所」として、「こうべ男女共同参画推進月間」である 
10月に毎年表彰しています。2019（令和元）年度の表彰事業所として本学が選ばれ、 
10月 25日に「あすてっぷ神戸」において表彰式が行われました。寺崎秀俊副市長か 
ら、学長代理として出席した清原桂子男女共同参画推進室長（現代社会学部教授）に 
表彰状と盾が授与されました。今年度は、本学のほか、フジッコ（株）、六甲バター（株）
等 5事業所が受賞し、受賞事業所については神戸市ＨＰ等で広く広報されます。 

 

神戸学院大学 男女共同参画推進室 
住 所 神戸市中央区港島 1 丁目 1番地 3            
電 話 078-974-1551（代表）内線 84453 

078-571-0927（直通） 
メール danjokyodo@j.kobegakuin.ac.jp 

「第 37 回ひょうご女性未来会議 in こうべ」を本
学で開催しました～11月 10日～ 
 
 女性たちのネットワーク化と意思決定過程への
参画を支援するために 2002年に設立（事務局：
兵庫県立男女共同参画センター）された上記会議
の第 37回例会が、Ａ号館 6Ｆ大会議室で開催され
ました。兵庫県井戸敏三知事、神戸市久元喜造市
長、佐藤雅美学長からの応援のあいさつ、「1歩前
へ～いつだってワタシらしく輝くために～」のテ
ーマで行われた各世代を代表するパネリストによ
るパネルディスカッション、県内各地で活躍する
女性たちによるリレートーク、現代社会学部学生
とミュージシャンによる 
ミニコンサート、若手女 
性たちへの「ひょうご女 
性未来縹賞」表彰式に、 
会場いっぱいの約 170人 
の参加者から大きな拍手 
が送られました。 
 
 

神戸学院大学          2019年 11月 

     男女共同参画ニュース 第 17号 
 

第 2 回「男女共同参画・ジェンダー卒論修論合
同発表会」へ向けて、発表者を募集します～多
くのお申し込みをお待ちしています～ 
 

 昨年度に引き続き、第 2 回発表会を 2020 年 2 月
4日（火）13:45～15:15、Ａ号館大会議室で開催し
ます。男女共同参画やジェンダーに関連するテー
マで卒論や修論に取り組んでいる学生の皆さん
に、研究成果を発表いただき、応援する場です。少
しでも関連しているテーマで取り組んでいる学生
の皆さんにエントリーしていただけるよう広報を
よろしくお願いします。また、発表をぜひ多くの教
職員の皆さんにおききいただければと思いますの
で、当日はぜひご参加ください。 
 
●発表申し込み先：男女共同参画推進室 
●申し込み締め切り：2020年 1月 14日（火） 

ランチミーティングにご参加ください～出入り自
由ですので、少しの時間でもぜひどうぞ～ 
 
「女性活躍推進法」及び「次世代育成支援対策推

進法」に基づく本学一般事業主行動計画が、いずれ
も来年 3 月に計画期間を終了します。総務部で取
り組まれている次期計画の策定へ向けて、女性活
躍とワーク・ライフ・バランス、子育てや介護との
両立等、ざっくばらんに情報交換や意見交換しま
せんか。 
【ＫＡＣ】12月 4日（水）11:50～13:40 
     ４２Ａ会議室 
【ＫＰＣ】12月 6日（金）11:50～13:40 
     Ｄ号館１Ｆ会議室 

佐藤博樹・中央大学教授を迎えて、男女共同 
参画推進委員会における講演会を開催しました 
～10月 17日～  
男女共同参画推進委員会（委員長：学長）におい

て、佐藤博樹・中央大学教授の「女性の活躍の場の
拡大と管理職のマネジメント〜無意識の思い込み
の解消が鍵〜」と題した講演会を開催。約 70 人が
参加しました。 
 「時間資源」を有限な経営資源ととらえ、「時間制
約」（ワーク・ライフ社員）を前提とした仕事管理・
働き方が必要であること、 
働き方改革は、管理職自身の 
業務の棚卸しが出発点である 
こと等について、豊富な具体 
事例をあげつつお話いただき、 
参加者との質疑応答も熱心に 
行われました。 


